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この冊子は１部当たり約22円で作成しています。

（ただし人件費など間接経費は含まれていません）

また、企業広告による掲載料は、広報伊万里発行

の印刷費の財源となっています。

国際アマチュア陶芸展伊万里 2007

こどもの部：佳作

【ぼくだけのドラゴン】

大川内小学校４年：青
あお

木
き

 光
ひかり

さん

広報

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール九州ブロックコンクールで２年連続で金賞を受賞した伊万里小学校コーラス部の児童

第 74 回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール全国コンクール

２年連続出場決定！伊万里小コーラス部

10月7日  �  14 時〜  ＮＨＫホールから生放送予定
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最
近
、
N
P
O
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
り
、
目
に
し
た

り
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　

福
祉
や
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
営
利

を
目
的
と
し
な
い
民
間
団
体
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
が
活
発

化
し
て
い
る
な
か
、
こ
う
い
っ
た
団
体
に
法
人
格
を
与
え
、

地
域
社
会
の
利
益
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
通
称
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
た
団
体
が
『
N
P
O
法
人
』
で
す
。

　

伊
万
里
市
内
に
主
な
事
務
所
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
11
団

体
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市
内
の
N
P
O
法
人
の
活
動
内

容
を
は
じ
め
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
N
P
O
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特 
集 NPONPO

       

協
働
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
中
で
す

市
民
と

行
政
の

団体名 代表者 所在地 主な事業

特定非営利活動法人
ほのぼの

理事長
池田美嵯子

黒川町 通所介護サービス

特定非営利活動法人
伊万里はちがめプラン

理事長
福田　俊明

大坪町 生ごみの堆肥化

特定非営利活動法人
全国訪問美容・訪問
託児センター

理事長
藤　小百合

二里町
訪問美容、訪問託
児

特定非営利活動法人
NPO 小麦の家

理事長
片岡　洋子

東山代町
障害者通所作業所
の運営、お菓子の
製造

特定非営利活動法人
伊万里湾小型船舶安
全協会

理事長
松園　作好

黒川町
船舶使用者への安
全指導、海岸清掃
など

特定非営利活動法人
海洋温度差発電推進
機構

理事長
上原　春男

東山代町
海洋温度差発電の
普及・啓発

特定非営利活動法人
国際協力の会 MIS

理事長
古賀　　等

東山代町
発展途上国におけ
る浄水機システム
の設置

特定非営利活動法人
五大樹

理事長
神田つぎ野

大坪町 通所介護サービス

特定非営利活動法人
にこにこクラブ

理事長
田代　一茂

東山代町 障害者通所作業所

特定非営利活動法人
いまり草の根会

設立代表者
山口　信子

大川内町 障害者通所作業所

特定非営利活動法人
いきいきプラザ

理事長
川口　真代

松浦町 通所介護サービス

伊万里市内のNPO法人一覧

N
ノ ン

on

P
プロフィット

rofit

O
オ ー ガ ナ イ ゼ イ シ ョ ン

rganization

非

営利

組織

N

P

O

（敬称略）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
『
Ｎ
ｏ
ｎ
p
ｒ
ｏ

ｆ
ｉ
ｔ　

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
』
の
略
で
、『
非
営
利
組

織
』、
つ
ま
り
利
益
を
目
的
と
し
な

い
組
織
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
確
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
法
人
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
く
、
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
）
が
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
も
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の
で
す

か
ら
、
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
は
違
う
も
の
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
個
人
の
思
い
を
単

独
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
行
う
の
に

対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
組
織
と
し
て
の

社
会
的
使
命
を
持
ち
、
社
会
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

利
益
を
目
的
と
し
な
い
組
織
的

な
市
民
の
活
動
が
、
法
人
格
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
』
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

N
P
O
っ
て
何
？

伊万里はちがめプラン・生ごみ
ステーションのみなさん

お菓子の製造などのほか、市の文書逓送
業務も行う NPO 小麦の家のみなさん

エヌ ピー オー

　 　　　　　   知っていますか
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万
里
市
は
、
昨
年
６
月
に
『
伊
万
里

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
』

を
制
定
し
、
市
民
や
市
民
団
体
、
行
政
の
役

割
を
明
確
化
し
、
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
主
体
と
し
て

は
、
区
（
自
治
会
）
の
よ
う
な
地
縁
組
織
や
、

福
祉
や
教
育
な
ど
、
共
通
の
目
的
を
も
と
に

集
ま
っ
て
い
る
志し

縁え
ん

組
織
が
あ
り
ま
す
。
志

縁
組
織
の
一
つ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
そ
の
専

門
性
と
行
動
力
か
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
大
き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
す
る

市
の
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、
来
春
、
市
役

所
横
の
旧
電
算
セ
ン
タ
ー
跡
に
『
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）』
を
開
館
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
市
民

団
体
の
情
報
の
発
信
・
交
換
の
場
と
な
る
よ

う
な
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
を
計
画
し
て
い

る
も
の
で
、
貸
し
事
務
所
や
会
議
室
、
資
料

作
成
用
の
印
刷
機
な
ど
、
今
後
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
整
備
内

容
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

『
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
』
で
活
動
を
支
援
し
ま
す

市役所男女協働・ま
ちづくり課
NPO 担当　土井清隆

P
O

成
15
年
８
月
に
N
P
O
法
人
の
認
証

を
受
け
、
訪
問
美
容
や
学
童
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
N
P
O
法
人
で
あ
る
こ
と

が
初
対
面
の
お
客
様
に
も
安
心
感
を
与
え
て

い
る
よ
う
で
、
訪
問
美
容
は
年
間
３
０
０
０

件
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
夏
の
学
童
保
育
で
は
、
同
じ
N
P
O
法

人
で
あ
る
伊
万
里
湾
小
型
船
舶
安
全
協
会
の

青
バ
イ
隊
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒

に
な
っ
て
、
伊
万
里
湾
の
清
掃
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
N
P
O
ど
う
し

の
横
の
つ
な
が
り
が
深
ま
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
業
務
に
も
生
か
さ
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

資
金
の
確
保
が
最
大
の
悩
み
で
す
が
、
行

政
と
違
い
自
由
な
ア
イ
デ
ア
と
柔
軟
な
対
応

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
保
育
士
の
資
格
を
持
つ
副

理
事
長
（
小
原
洋
子
さ
ん
）
と
二
人
三
脚
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
二
里
町
八
谷
搦
の
事
務
所
前
に

『
一い

ち
ぜ
ん善

シ
ョ
ッ
プ
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

資
金
確
保
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
物
品
販
売

用
の
小
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
出
す
も
の
で
す
。

誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
よ
。

特定非営利活動法人
全国訪問美容・訪問託
児センター
理事長　藤　小百合さん

N
P
O
の
連
携
を
深
め
、
幅
広
い
活
動
を
め
ざ
し
た
い

■ＮＰＯ法人と会社は何が違うの？
　利益を目的とする団体には、株式会社や有限会社な

ど会社という形態があります。資本金を集めて事業を

し、もうかった分を株主など出資者に分配するという

やり方です。

　ＮＰＯでいう非営利とは、このような利益の分配を

しないという意味です。ＮＰＯ法では、余ったお金を

会員で分けてはいけないと規定されています。

　つまりこれを守っていれば、事業収入を得てもいい

し、職員に給料を払ってもいいのです。純粋なボラン

ティアとは違い、タダで活動をするものではありません。

■ＮＰＯ法人設立のメリットは？
　自動車の登録や土地の登記を法人名ででき、電話回

線や銀行口座も開設できるようになります。このよう

な実務上のことだけではなく、行政から認証を受けた

法人として、社会的な信用を得ることが最も大きなメ

リットといえます。

　ただ、認証を受けたといっても、行政がその活動に『お

墨付き』を与えたのではなく、法律や社会的マナーを

守ることは当然のことです。もし法律に違反などをす

れば、認証の取消しなどの処分が科せられます。

■ＮＰＯ法人は収益事業ができるの？
　ＮＰＯ法人は、主たる活動である特定非営利活動の

ほか、『その他の事業』として収益事業を実施すること

ができます。

　ただし、『その他の事業（収益事業）』で得た収益は、

全額本来の事業に入れなければならず、社員（会員）

で分配することはできません。また、その他の事業に

要する支出額は、総支出額の２分の１以下であること

が必要です。

■設立を申請するにはどうすればいいの？
　佐賀県からの権限の委譲によって、平成 18 年６月１

日から、団体の事務所が伊万里市内にある場合の NPO

の法人認証申請や各種届出などの提出先は、伊万里市

役所となりました。

　ＮＰＯ法人を設立するためには、その団体の定款や

役員の居住を証明する書類（住民票など）、社員（会員）

名簿、設立趣意書、事業計画書、収支予算書など、法

律に定められた書類を添付した申請書を提出し、認証

を受ける必要があります。

　ＮＰＯ法人の設立に関する詳しい内容について知り

たい方や、これからＮＰＯ法人を設立しようとお考え

の方は、市男女協働・まちづくり課までご相談ください。

　また、既に設立されている市内のＮＰＯ法人につい

て知りたい方は、定款や事業報告書などを市役所１階

の情報コーナーに備えていますので、自由に閲覧でき

ます。

●問合先　男女協働・まちづくり課（　☎㉓ 2115）

　 　　　　　   知っていますか平

伊
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表
１
は
、
歳
入
の
状
況
を
示

し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
総
額
は
、

２
０
６
億
５
６
２
０
万
円
で
、
平

成
17
年
度
に
比
べ
て
２
・
６
㌫
増

加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
『
自
主
財
源
』
と
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
の
『
依
存
財
源
』

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
総
額
は
、
82
億

４
６
３
６
万
円
で
全
体
の
39
・
９

　

皆
さ
ん
の
税
金
を
は
じ
め
、
国
、

県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど

を
財
源
と
し
て
、
福
祉
、
教
育
、

土
木
、
農
林
水
産
な
ど
、
皆
さ
ん

に
い
ち
ば
ん
身
近
な
事
業
を
行
っ

て
い
る
の
が
一
般
会
計
で
す
。

　

歳
入
総
額
２
０
６
億
５
６
２
０

万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
は
２
０
４

億
９
５
１
６
万
円
で
す
。
そ
の

差
は
１
億
６
１
０
４
万
円
で
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

１
０
４
１
万
円
を
差
し
引
く
と
、

１
億
５
０
６
３
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

決
算
報
告

決
算
報
告

平成18年度

　

平
成
18
年
度
の
伊
万
里
市
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
を
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
行
う
一
般
会
計
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
な

ど
を
も
と
に
事
業
を
行
う
特
別
会
計
、
ま
た
、
公
営

企
業
と
し
て
独
立
採
算
で
事
業
を
行
う
企
業
会
計
や

市
有
財
産
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

204億9,516万円の使いみち

表１　一般会計歳入の状況

㌫
を
占
め
て
い
て
、
平
成
17
年
度

に
比
べ
て
８
・
１
㌫
増
加
し
て
い

ま
す
。
う
ち
市
税
は
、
56
億

４
７
５
１
万
円
で
、
平
成
17
年
度

に
比
べ
て
２
・
８
㌫
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
総
額
は
、
１
２
４
億

９
８
４
万
円
で
、
60
・
１
㌫
を

占
め
て
い
て
、
平
成
17
年
度
に

比
べ
て
０
・
７
㌫
減
少
し
ま
し

た
。
う
ち
地
方
交
付
税
等
は

68
億
１
１
０
３
万
円
で
、
平
成
17

年
度
に
比
べ
て
７
・
０
㌫
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
総
額
２
０
６
億
５
６
２
０
万
円

 

一
般
会
計
は
１
億
５
０
６
３
万
円
の
黒
字

特　集

 

歳
入
の
状
況
は
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歳
出
を
、
目
的
別
に
見
た
の
が

表
３
で
す
。

　

最
も
多
く
の
経
費
を
要
し
た
の

が
民
生
費
の
約
60
億
円
で
、
全
体

の
29
・
４
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
社
会
福
祉
や
児
童
福
祉
、

生
活
保
護
費
な
ど
、
安
定
し
た
社

会
生
活
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

　

次
い
で
、
庁
舎
の
維
持
管
理
や

民 生 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

諸 支 出 金

商 工 費

災害復旧費

議 会 費

労 働 費

（億円）0   10   20   30   40   50   60

（      ＋1.1％）

（      ＋5.1％）

（      ＋3.3％）

（   ＋13.9％）

（   −10.6％）

（　　   0.0％）

（　  ＋2.7％）

（　  ＋4.2％）

（   ＋13.8％）

（　  −6.5％）

（ ＋293.1％）

（      ＋1.5％）

（　  −0.3％）

※（　）内の数値は対前年比

　

表
２
は
歳
出
の
状
況
を
示
し
て

い
ま
す
。
歳
出
額
は
２
０
４
億

９
５
１
６
万
円
で
、
平
成
17
年
度
に

比
べ
て
３
・
２
㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
歳
出
を
性
質
別
に
見
る

と
、
人
件
費
な
ど
の
『
義
務
的
経

費
』
と
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
『
投

資
的
経
費
』、
物
件
費
な
ど
の
『
消

費
的
経
費
』
と
『
そ
の
他
の
経
費
』

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
義
務
的
経
費
は

１
０
８
億
４
８
４
２
万
円
で
、
全

体
の
52
・
９
㌫
を
占
め
、
平
成
17

年
度
に
比
べ
て
０
・
３ 

㌫
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
人
件
費

は
48
億
３
４
９
７
万
円
で
、
平
成

17
年
度
に
比
べ
て
０
・
３
㌫
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
23
億
８
６
０
０

万
円
で
、
11
・
６ 

㌫
を
占
め
、
平

成
17
年
度
に
比
べ
て
33
・
０
㌫
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
普

通
建
設
事
業
費
は
20
億
５
６
０
９

万
円
で
、
平
成
17
年
度
に
比
べ
て

18
・
６
㌫
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
的
経
費
は
39
億
２
８
２
５

万
円
で
、
全
体
の
19
・
２
㌫
を
占

め
、
平
成
17
年
度
に
比
べ
て
１
・
８

㌫
の
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。
う

ち
物
件
費
は
22
億
９
６
６
万
円
で
、

平
成
17
年
度
に
比
べ
て
１
・
９
㌫
の

減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
、
特
別
会

計
な
ど
へ
の
繰
出
金
な
ど
で
す
。

33
億
３
２
４
９
万
円
で
、
全
体
の

16
・
３
㌫
を
占
め
、
平
成
17
年
度

に
比
べ
て
２
・
５
㌫
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

お知らせします！市のお金

表２　一般会計歳出の状況表３　目的別歳出の状況

 

歳
出
の
状
況
は

 

目
的
別
歳
出
は

交
通
安
全
対
策
な
ど
の
総
務
費
に

約
28
億
円
を
要
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
借
入
金
の
元
利
償

還
金
に
充
て
る
公
債
費
に
約
22
億

円
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
社

会
体
育
な
ど
の
教
育
費
に
約
21
億

円
、
道
路
や
河
川
、
公
園
、
市
街

地
整
備
な
ど
の
土
木
費
に
約
21
億

円
、
快
適
な
生
活
環
境
整
備
に

要
す
る
経
費
と
し
て
衛
生
費
に
約

16
億
円
な
ど
を
支
出
し
ま
し
た
。

歳
出
総
額
２
０
４
億
９
５
１
６
万
円

60億3,036万円

28億4,878万円

22億2,262万円

21億4,612万円

21億3,845万円

16億3,036万円

9億8,076万円

8億8,416万円

5億1,510万円

               4億 615万円

3億4,394万円

2億7,687万円

7,149万円

平成 18 年度決算報告
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会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 差　　引

 国民健康保険 ５８億５，６８３万円　 ５９億２，３９６万円　 △６，７１３万円　

 介護保険 ４４億９，６８５万円　 ４３億２，７４３万円　 １億６，９４２万円　

 立花台地開発事業 ７，７４２万円　            ６億 　４７６万円　 △５億２，７３４万円　

 公共下水道事業 ２３億７，３８９万円　 ２５億２，７２２万円　 △１億５，３３３万円　

 農業集落排水事業 １億２，７６５万円　 １億６，９１４万円　 △４，１４９万円　

 市営駐車場 １，６０５万円　 １，５５７万円　 ４８万円　

 老人保健 ６４億５，２１７万円　 ６４億６，８４０万円　 △１，６２３万円　

会　計　区　分 収　　入 支　　出 差　　引

 病院事業
 収 益 的     ９億９，６５０万円　  １０億２，３２３万円　       △２，６７３万円　

 資 本 的     １億３，７３０万円　     １億３，８２１万円　               △９１万円　

 水道事業
 収 益 的  １３億１，５０３万円　  １０億８，５４２万円　     ２億２，９６１万円　

 資 本 的     ８億　 ８４４万円　  １２億２，１９５万円　  △４億１，３５1 万円　

 工業用水道事業
 収 益 的     ３億８，８３９万円　     ３億９，５７３万円　            △７３４万円　

 資 本 的     ６億５，７８９万円　     ８億　 ４８９万円　  △１億４，７００万円　

区　　　分 平成１８年度末残高

１  財政調整基金  　３億２，０３５万円

２  減債基金 　 ３億６，３５５万円

３  公共施設整備基金 　 １億２，６３９万円

４  市有林野保全基金 　　　 １，６６２万円

５  城Ⅱ灌漑揚水維持管理基金 　　　 ９，４９８万円

６  国民健康保険基金 　　　　　　  ２万円

７  介護保険基金 　　　 ７，６６８万円

８  アマチュア陶芸展振興基金 　　　　  １７６万円

９  緑化推進・環境保全基金 　　　  　３７２万円

10  教育振興奨励基金 　　　 ５，１６８万円

11  文化振興基金  　　　１，２１３万円

12  ふるさとづくり基金 　 　　５，４０５万円

13  青少年育成基金 　　　 １，９１０万円

14  保健事業推進基金 　　     　５１５万円

15  ふるさと創世人材育成基金 　 １億　 １７３万円

16  福祉基金 　 4 億６，９２９万円

17  国際交流基金 　　　　　７００万円

18  子育て応援基金 　　　　　１４０万円

合　　　　計  １７億２，５６０万円

区　　分 平成１８年度末残高

 一般会計   ２０６億３，８５３万円

 公共下水道事業   １５３億　  ８１６万円

 農業集落排水事業      １５億６，７２０万円

 病院事業         ２億３，６３１万円

 水道事業      ４８億５，６１０万円

 工業用水道事業      ５２億９，６１７万円

合　　　計   ４７９億　 ２４７万円

特別会計の状況

企業会計の状況

市　債　残　高基　金　残　高

　市民一人あたりの借入金

（市債）残高は 81 万 6,472

円で、市民一人あたりの預金

（基金）残高は２万 9,411 円

となっています。

　『基金残高』の表の中で、

青字で書かれている基金は、

皆さんの善意を受けながら基

金の充実を図っています。

特定の事業を行う場合に、特定の収入でその収支を賄う会計です

独立して採算を行う特別会計のなかで、地方公営企業法の適用を受けている会計です

平成 18 年度決算報告
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　平成 18 年度末に伊万里市が持っている資産は約 696 億円ですが、こ

れを築くために、市は約 268 億円の負債を抱えています。負債は『将来

の世代が負担することになる金額』を表すものですが、これに対し『こ

れまでの世代が既に負担した金額』を表すのが『正味資産』です。

　正味資産が多いほど（負債が少ないほど）後の世代の負担は少なくてすみ、

正味資産が少ないほど（負債が多いほど）後の世代の負担は大きくなります。

　伊万里市の『正味資産』は約 428 億円で、土地や建物の整備状況を表

す『有形固定資産』に対する割合は約 71％です。

　資産合計を市民一人当たりに換算すると、所有している資産は約 118

万円、そのうち約 46 万円が負債となります。（人口は平成 19 年３月 31

日現在の住民基本台帳人口 58,670 人）

　４人家族に例えると『約 4,120 万円の価値のある土地付きマイホーム

に住み、貯金や手持ちの現金合わせて約 600 万円を持っているが、まだ

借金が約 1,840 万円残っている』状態になります。

（わかりやすく説明するために一人当たりの金額を 10 倍し、４人家族に

換算しました）

　市では、財政分析手法としてバランスシート（貸借対照表）を作成していま
す。このバランスシートによってこれまで整備された土地・建物といった資産や、
市債など将来返済しなければならない負債、返済を要しない正味資産の情報が
把握できます。ここでは、平成 18 年度末のバランスシートを紹介します。

資
産
６
９
６
億
円

負
債
２
６
８
億
円

バランスシートで見る市の財政バランスシートで見る市の財政

●資　産

①有形固定資産
　庁舎・学校・道路・下水道など

　　　　　　 602 億 6,000 万円

　うち土地　 186 億 7,200 万円

約１０３万円

（市民一人あたり）

②投資など
　 投資および出資金、貸付金、基金

　　　　　　　61 億 5,200 万円

約１０万円

（市民一人あたり）

③流動資産
　現金預金、基金、税などの未収金

　　　　　　　31 億 4,000 万円

約５万円

（市民一人あたり）

●負　債
（将来において支払いや返済の必要が

あるもの）

①固定負債　 248 億 4,800 万円

②流動負債　   19 億　 300 万円

　負債合計 267 億 5,100 万円

約４６万円

（市民一人あたり）

●正味資産
（市民がこれまで負担してきた分など）

①国庫支出金   107 億 9,700 万円

②県支出金　　   68 億 9,200 万円

③一般財源など 251 億 1,200 万円

　正味資産合計 428 億 100 万円

約７２万円

（市民一人あたり）

資産合計　６９５億５，２００万円
（市民一人あたり　約１１８万円）

負債・正味資産合計　６９５億５，２００万円
（市民一人当たり　約１１８万円）

一般会計バランスシート 貸　方 財 源 の
調達方法借　方 税金など

の使い道

▲
バランスシートからわかること

市民一人あたりの資産は約 118 万円

これから
支払わなければ
ならないもの

借　金
1,840 万円

支払いが
終ったもの

正味資産
2,880 万円

現在持って
いるもの

土地・家
4,120 万円

預貯金など
400 万円

現金 200 万円

財
産
の
取
得
に
か
か
っ
た
費
用

４
人
家
族
に

例
え
る
と
・
・

   

財　
　

産

平成 18 年度決算報告
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さ
わ
や
か
い
ま
り
健
康
づ
く
り

大
学
（
愛
称
‥
健
康
よ
か
ば
い
カ

レ
ッ
ジ
）
は
、
市
民
ひ
と
り
一
人

が
心
身
の
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心

を
高
め
、
日
本
一
の
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
事
業
で
す
。
開
講
に

あ
た
り
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
者　

　

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り

　

に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
市
民

◆
募
集
定
員　

◎
常
設
型
講
座　

50
人

◎
公
開
型
講
座　

開
催
時
に
随
時

　

募
集

◆
開
講
期
間　

平
成
19
年
10
月
28
日

　
　
　
　
　

～
平
成
20
年
３
月

◆
開
講
時
間　

原
則
午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
８
時

◆
会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

※
開
講
式
は
10
月
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
（
伊
万
里
公
民
館
）

◆
受
講
料　

原
則
無
料
。
た
だ
し
、

　

入
場
料
、
入
浴
料
、
材
料
費
を
要

　

す
る
場
合
は
自
己
負
担
が
必
要

◆
申
込
期
限  

10
月
19
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す

◆
申
込
方
法

　

健
康
づ
く
り
課
（
☎
㉒
３
９
１
６
）

　

ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

月 講　座　名 内　容
10 開講式（28 日）

（健康づくりフェスタ）
たっしゃか体操発表会
健康劇『腹に願いを』
講演『食と運動について』など

12 音楽と朗読の夕べ クリスマスコンサート
朗読会

１ 笑って笑って健康を 落語家・林家正蔵さんの落語公演
２ 食のまちづくりフォーラム 食育をテーマとした内容

生活習慣病と上手に付き合う 医師の講演『メタボリック症候群
の予防』

３ グルメ体験 料理教室
伊万里さわやかスポレク祭 ニュースポーツ体験
閉講式 修了証書、記念品の授与

講　座　名 月 内　容

市民の名人さんに学ぶ

11 そば打ち体験で健康づくり ( 第１回）
11 そば打ち体験で健康づくり ( 第２回）
２ 未定
３ 未定

たっしゃか体操と温泉

11 たっしゃか体操と温泉入浴（第１回）
健康度チェック（血圧・体脂肪測定）

11 たっしゃか体操と温泉入浴（第２回）
健康度チェック（血圧・体脂肪測定）

認知症講座 12 認知症を理解する
ふるさと薬膳レストラン １ 薬膳料理による健康づくり
温泉でリラクゼーション ３ 温泉とつぼマッサージ

《
い
き
い
き
健
康
の
部
》

▼
時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

▼
会　

場　

伊
万
里
公
民
館

▼
内　

容　

◎
た
っ
し
ゃ
か
体
操
発
表
会

◎
健
康
劇
『
腹
に
願
い
を
』

◎
講
演
『
食
と
運
動
に
つ
い
て
』

◎
健
康
料
理
の
展
示
と
試
食

◎
さ
わ
や
か
い
ま
り
健
康
づ
く
り

　

大
学
開
講
式

※
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す

《
親
子
ふ
れ
あ
い
の
部
》

▼
時　

間　

　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

●
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
・
よ
ち
よ

　

ち
大
会　

２
歳
未
満
を
対
象
、

　

各
コ
ー
ス
と
も
定
員
40
人
に
な

　

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す

●
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う　

２
歳
以
上
就
学
前
の
児
童
と
保

護
者
を
対
象
、
30
組
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す

●
こ
と
ば
と
聞
こ
え
の
相
談

こ
と
ば
の
発
達
や
聞
こ
え
に
関

し
て
相
談
の
あ
る
人
を
対
象
に

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
個
別
相
談

公開型講座プログラム

常設型講座プログラム

を
行
い
ま
す
。
10
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
二
人
で
ク
ッ
キ
ン
グ　

夫
婦
・

　

恋
人
・
友
達
な
ど
の
カ
ッ
プ
ル
な

　

ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
15

　
組
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す

※
そ
の
他
『
お
父
さ
ん
出
番
で

す
！
遊
び
の
ノ
ウ
ハ
ウ
学
び
ま

し
ょ
う
』
と
し
て
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
や
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、

足
型
コ
ー
ナ
ー
、
歯
ピ
カ
ピ
カ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

●
申
込
・
問
合
先　

健
康
づ
く
り
課

（

☎
㉒
３
９
１
６
）

◆募集内容　　料理、スポーツ、リズム運動、

　焼き物作り、気功などの健康づくり、生き

　がいづくりに関連した『名人』の人

※健康づくり名人認定後、健康づくり大学の

　受講生を指導していただきます

◆申込期限　 11 月 30 日（金）

◆申込方法  各町公民館または健康づくり課

　に備え付けの応募用紙に必要事項を記入の

　うえ、提出してください

◆問合先　健康づくり課（☎㉒３９１６）

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
開
催

10

28（
日
）

／

健康づくり名人さん募集

受　

講　

生　

募　

集

さ
わ
や
か
い
ま
り
健
康
づ
く
り
大
学
オ
ー
プ
ン

さ
わ
や
か
い
ま
り
健
康
づ
く
り
大
学
オ
ー
プ
ン

健康 よかばい カレッジ
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８
月
26
日
、
木
須
町
の
多
々
良

海
岸
で
『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
孵ふ

か化
幼

生
を
観み

る
夕
べ
の
会
と
灯と

う
ろ
う篭
ま
つ

り
コ
ン
テ
ス
ト
』
が
開
か
れ
、
牧

島
保
育
園
と
牧
島
小
学
校
の
園

児
・
児
童
が
作
っ
た
３
０
０
基
の

灯
篭
が
海
を
照
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
灯
篭
ま
つ
り
は
『
牧

島
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル

を
育
て
る
会
』
が
昨
年
か
ら

開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
灯
篭
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、
市
長
賞
に
は
、
美お

い味

し
そ
う
な
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
彩
っ
た
牧
島
小
５
年
の
松

尾
真
子
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の

幼
生
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
多
く
の
家
族
連
れ

な
ど
が
海
岸
で
の
幻
想
的
な

夜
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
ど
も
た

ち
に
木
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
『
ピ

ノ
キ
オ
木
工
芸
コ
ン
ク
ー
ル
』
が

　

肥
前
国
杵
島
郡
山
城
村
田
方

帳
類
ほ
か
は
、
東
山
代
町
里
の

正し
ょ
う
ふ
く福

寺じ

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

田
方
帳
類
は
領
主
が
年
貢
を

課
す
た
め
の
土
地
台
帳
で
す
。

　

慶け
い

長
ち
ょ
う

十
六
年
（
１
６
１
１
）

の
も
の
が
２
冊
、
延え

ん
ぽ
う宝

五
年

（
１
６
７
７
）
の
も
の
が
７
冊
、

元げ
ん
ろ
く禄
十
五
年
（
１
７
０
２
）
の

も
の
が
２
冊
で
す
。
残
り
は
年

号
が
わ
か
ら
な
い
も
の
１
冊
と

起き
し
ょ
う
も
ん

請
文
が
１
枚
で
し
た
。

　

山
城
村（
旧
山
代
郷
東
部
）は
、

佐
賀
本ほ

ん
ぱ
ん藩
の
家
臣
、
田た

尻じ
り

氏
の

領
地
で
す
。
山
代
郷
が
本
藩
領

か
ら
小
城
藩
領
に
な
っ
て
も
田

尻
氏
が
治
め
ま
し
た
。

　

こ
の
田た

方か
た

帳ち
ょ
う
る
い
類
は
、
東
山
代

町
大
久
保
の
親し

ん
し
ゅ種
寺じ

に
伝
わ
っ

て
い
る
田
尻
家
文
書
の
一
部

だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

　

興
味
深
い
の
は
、
表
題
が
慶

長
十
六
年
の
も
の
は「
杵
嶋
郡
」、

延
宝
五
年
の
も
の
は
「
松
浦
郡
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
慶
長
十
六
年
に
江

戸
幕
府
が
、
あ
や
ま
っ
て
佐

賀
藩
の
松
浦
郡
を
杵
島
郡
に

含
め
て
し
ま
い
、
寛
文
八
年

（
１
６
６
８
）
に
鍋な

べ
し
ま
み
つ
し
げ

島
光
茂
が
将

軍
、
徳と

く
が
わ
い
え
つ
な

川
家
綱
に
、
歌

う
た
ま
く
ら
枕
で
有

名
な
松
浦
郡
が
藩
内
に
あ
る
こ

と
を
認
め
て
も
ら
う
ま
で
続
い

た
地
名
の
混
乱
を
示
し
ま
す
。

　

平
成
11
年
に
伊
万
里
市
重
要

文
化
財
に
指
定
し
、
市
民
図
書

館
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

肥ひ

前ぜ
ん
の
く
に国
杵き

島し

ま

郡ぐ

ん

〜
松
浦
郡
の
地
名
が
消
え
て
い
た
時
代
の
土
地
台
帳
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
㉛

田方帳類（左から）元禄 15 年、
延宝５年、慶長 16 年のもの

市
長
賞
に
輝
い
た
松
尾
真
子
さ

ん
と
受
賞
作
品
の
灯
篭
（
左
は

拡
大
写
真
）

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎　

３
１
８
６
）

◯23

  

第
３
回
夏
休
み
ピ
ノ
キ
オ
木
工
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
設
け

ら
れ
た
テ
ー
マ
部
門
と
、
フ
リ
ー

部
門
合
わ
せ
て
94
点
の
応
募
の
中

か
ら
部
門
ご
と
に
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
が
選
ば
れ
、
８
月
31
日
に
市

役
所
で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
ピ
ノ
キ
オ
』

で
、
テ
ー
マ
部
門
の
最
優
秀
賞
に

は
、
大
坪
小
２
年
・
中
島
将
作
さ

ん
の
佐
賀
北
高
校
の
甲
子
園
優
勝

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
『
ピ
ノ
キ

オ
の
甲
子
園
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
塚
部
市
長
は
「
今
回

は
個
性
が
光
る
力
作
が
揃
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
作

品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
」
と
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

授賞式の後、塚部市長と記念撮影する受賞者たち。
前列左からテーマ部門最優秀賞の中島将作さん、
優秀賞の井上寛也さん、塚部市長、フリー部門最
優秀賞の池田顕士郎さん、優秀賞の吉富仁美さん

『
ピ
ノ
キ
オ
の
甲
子
園
』
な
ど
力
作
ズ
ラ
リ

　最優秀賞
てんとう虫のティッシュ入れ
　東山代小１年
　　池田顕士郎さん

　優秀賞
ミニチュアテーブル
　二里小５年
　　吉富仁美さん

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
孵
化

幼
生
を
観
る
夕
べ
の
会

多々良海岸を彩る 300 基の手作り灯篭

フ
リ
ー
部
門

山や

ま

し

ろ

む

ら

城
村
田た

方か

た

帳
ち
ょ
う

類る

い

ほ
か

テ
ー
マ
部
門

　最優秀賞
ピノキオの甲子園
　大坪小２年
　　中島将作さん

　優秀賞
ドアノック
　伊万里小６年
　　井上寛也さん



伊万里の『お宝』を巡り魅力再発見 !!

雨ごい・豊作祈願の脇野大念仏奉納

　大好きな伊万里の魅力を再発見しようと『伊万里の
お宝 50 選』を巡る、伊万里の魅力発見ツアーが開催
されました。この日は、出発式のあと観光ボランティ
アガイドの会の案内で、江戸時代の大庄屋前田家住宅
や立川炭鉱跡など８か所を見学しました。

　雨ごい祈願、豊作祈願の踊りとして９００年来、東
山代町脇野地区に伝承される『脇野大念仏』が宝積寺
で奉納されました。これは地区の夏祭り『万燈の夕べ』
で毎年披露されているもので、幻想的で神秘的な秘宝
念仏の踊りに、観客は見入っていました。
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このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や話題を
待っています。市役所広報係へご連絡ください。

8.21

9.13

立花町にある前田家住宅で説明を受ける参加者

　『豊水まつり』開催中のこの日、今年度第４回目とな
る『畑の中のレストラン』が開催されました。市内外
から参加した 13 人は、南波多町大川原の農園で梨狩
りを体験した後、ふるさと村のレストラン『るーらる』
では、梨をテーマに献立されたオリジナル限定ランチ
に舌鼓を打ちました。実を切り抜いた梨の器に盛られ
た料理や梨入りの手巻き寿司など「フルーツ感覚で歯
ごたえが良くおいしい」と伊万里の味を楽しみました。

梨をテーマに畑の中のレストラン

9.1

家田荘子さん招き同和問題講演会
　作家の家田荘子さんを講師に招き『一緒に生きて行
きましょう』と題した同和問題講演会がありました。
作家として弱者に目を向け取材して感じたことに加え、
家田さん自身が小学生のころ、いじめを受けた体験な
どを交えながら、人権の尊さを訴えました。

8.23



華麗に舞うハワイアンフラダンス
　第 36 回伊万里市老人福祉大会が市民会館で開かれ
ました。恒例の芸能発表では、各町老人クラブから歌
や踊りなどが元気に披露されました。中でも、常夏の
ハワイを思わせる、東山代町の皆さんの華麗なフラダ
ンスに、会場からたくさんの声援が送られました。

ポンプ操法大会『大川分団』優勝！
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8.19

8.29

　伊万里市消防団夏季点検が消防本部訓練場で開かれ
ました。今年は、観閲式のほかポンプ操法大会が行われ、
各分団ともにこの日のために訓練した成果を披露しま
した。ポンプ操法大会では、放水までの動作の正確性
や迅速さなどが競われ、大川分団が優勝しました。

作って食べて『世界の料理』で国際交流
　市内在住の外国の人と子どもたちが料理やゲームな
どで触れ合う『国際交流広場』が市民センターで開かれ
ました。この日はアメリカ、タイ、インドネシア出身
の６人を招き、タイのスープ料理『トムヤンクン』など、
お国自慢の料理５品をみんなで楽しく作りました。

9.15

明るく生きなきゃ！海老名さんの講演
　故・林家三平さんの妻・海老名香葉子さんを招き、
伊万里商工会議所創立 60 周年記念の特別講演会が市
民センターで開かれました。海老名さんは、戦災孤児
だった幼少期や、多くの弟子を抱える落語家の女

お か み

将と
しての涙と笑いに満ちた体験談を語ってくれました。

9.12

建
設
地
・
山
代
町
久
原
で
安
全
祈
願
祭

第
４
工
業
用
水
道
建
設
が
本
格
着
工

　

第
４
工
業
用
水
道
建
設
事
業
の
貯
水
池
な
ど

各
施
設
の
本
格
着
工
に
あ
た
り
、
浄
水
場
建
設

予
定
地
で
あ
る
山
代
町
久
原
で
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
１
７
０
人
が
出

席
し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

第
４
工
業
用
水
道
は
、
平
成
21
年
７
月
の
給

水
開
始
を
予
定
し
、
伊
万
里
湾
の
旧
海
面
貯

木
場
を
堤
防
で
締
め
切
っ
て
貯
水
池
と
す
る
全

国
で
も
例
の
な
い
工
法
を
採
用
。
約
8.5
㌔
離
れ

た
有
田
川
か
ら
貯
水
池
に
導
水
し
て
１
日
約

２
万
５
０
０
０
㌧
の
工
業
用
水
を
Sサ

ム

コ

U
M
C
O

新
工
場
な
ど
の
企
業
に
給
水
す
る
も
の
で
、
総

事
業
費
約
１
５
０
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

祈
願
祭
で
塚
部
市
長
は
「
初
の
工
法
で
工
事

は
容
易
で
は
な
い
が
、
安
全
第
一
に
進
め
、
全

国
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
市
の
一
大
事
業
と

し
て
成
功
さ
せ
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

9.4 『地鎮の儀」を行う塚部市長



草
原
に
ば
っ
た
飛
交
ふ
包ぱ

お

泊
り

秋
陽
さ
す
園
の
ロ
ビ
ー
に
母
見
舞
ふ
話
題
途
切
れ

て
ケ
イ
タ
イ
の
鳴
る

新
天
町

大
久
保　

純
子

小
島　

万
佐
枝

黒
川
町
牟
田

2007.10

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
男
性
の
最
高
齢
者
は
、

平
成
17
年
か
ら
３
年
連
続
で
松
浦

町
の
伊
東
辰
見
さ
ん
１
０
２
歳
。

　

現
在
、
健
康
状
態
も
良
好
で
お

元
気
そ
の
も
の
。
市
長
が
訪
問
し

た
こ
の
日
は
、
長
男
と
四
男
が
大
阪

か
ら
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
辰
見

さ
ん
も
ご
満
悦
の
表
情
で
し
た
。

　

最
後
に
塚
部
市
長
か
ら
「
来
年

も
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
が
あ

る
と
辰
見
さ
ん
は
、
嬉
し
そ
う
に

笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
を
前
に
９
月
５
日
と

７
日
、
市
内
男
女
の
最
高
齢
者
の

自
宅
を
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
最
高
齢
者
は
、
二
里
町

の
神
林
波
子
さ
ん
で
、
９
月
17
日

に
は
め
で
た
く
１
０
５
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
波
子
さ
ん
は
、
横
に
な

っ
て
過
ご
す
日
々
で
す
が
、
顔
色

も
よ
く
楽
し
み
は
マ
ラ
ソ
ン
や
相

撲
の
テ
レ
ビ
観
戦
で
、
先
日
行
わ

れ
た
世
界
陸
上
も
楽
し
ん
で
応
援

　

福
田
イ
ノ
さ
ん
（
東
山
代
町
里
）

と
田
代
ト
キ
さ
ん
（
大
川
町
戸
石

川
）
の
お
二
人
が
、
め
で
た
く
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
９
月

７
日
、
お
二
人
に
、
塚
部
市
長
か

ら
82
番
目
と
83
番
目
と
な
る
百
寿

記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
田
イ
ノ
さ
ん
は
、
明
治
40
年

９
月
１
日
生
ま
れ
で
、
現
在
、
市

内
の
病
院
に
入
院
中
で
す
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
働
き
者
で
、
畑

の
草
取
り
名
人
だ
っ
た
イ
ノ
さ
ん
。

３
年
前
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
右
半

身
麻
痺
に
な
っ
て
か
ら
は
慣
れ
な

い
左
手
で
、
毎
日
日
記
を
書
い
て

リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　

市
長
が
イ
ノ
さ
ん
の
耳
元

で
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
声
を
か
け
る
と
、
イ

ノ
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

一
方
の
田
代
ト
キ
さ
ん

は
、
明
治
40
年
９
月
５
日
生

ま
れ
で
、
眼
鏡
い
ら
ず
で
顔
色
も

よ
く
お
元
気
そ
の
も
の
。
長
生
き

の
秘
け
つ
は
と
の
問
い
に
「
何
も

考
え
ず
が
む
し
ゃ
ら
に
生
き
て
き

た
だ
け
」
と
話
す
ト
キ
さ
ん
。
大

の
巨
人
フ
ァ
ン
で
野
球
中
継
を
い

つ
も
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
そ
う

で
、
今
年
の
夏
は
、
佐
賀
北
高
校

を
応
援
し
て
感
激
の
あ
ま
り
涙
し

た
そ
う
で
す
。

　

市
長
か
ら
「
市
内
最
高
齢
を
め

ざ
し
て
長
生
き
て
く
だ
さ
い
」
と

百
寿
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
る
と
「
重

た
か
ご
た
〜
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

市
内
男
女
最
高
齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問

二
里
町 

神
林
波
子
さ
ん　

松
浦
町 

伊
東
辰
見
さ
ん
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神林 波子さん（105 歳）
明治35年９月17日生まれ

伊東 辰見さん（102 歳）
明治37年12月12日生まれ

福田 イノさん
（東山代町里）

田代 トキさん
（大川町戸石川）



■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク　

　

山
（
緑
の
ラ
イ
ン
）
と
海
（
青

の
ラ
イ
ン
）
を
、
黒
川
町
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
『
Ｋ
』
に
な
ぞ
ら
え
、
町

の
活
力
を
旋
風
と
し
て
表
現
し
て

い
ま
す
。

■
公
民
館
愛
称

　
『
潮
風
薫
る
黒
川
公
民
館
』

　

近
く
に
は
風
光
明
媚
な
海
水
浴

場
も
あ
り
『
潮
風
の
よ
う
に
』「
町

中
を
」「
人
々
の
心
を
」
健
康
で
さ

わ
や
か
に
す
る
公
民
館
で
す
。

■
町
木　

榎　
　

　

特
に
旧
黒
川
中
学
校
入
り
口
に

あ
る
榎
は
一
里
塚
で
も
あ
り
、
樹

齢
４
０
０
年
以
上
で
市
の
古
木
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
町
花　

梅

　

町
内
に
は
梅
園
も
あ
り
、
各
家

に
も
数
多
く
見
ら
れ
、
待
ち
望
ん

だ
春
を
告
げ
る
美
し
い
花
で
、
果

実
は
健
康
食
と
し
て
重
宝
さ
れ
て

い
ま
す
。
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地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

黒川町

丸
まる

尾
お

 智
ち

加
か

子
こ

さん (23 歳 )

★
お
仕
事
は

　

大
川
内
保
育
園
に
調
理
師
と
し

て
働
い
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

ま
わ
り
の
先
生
も
明
る
く
お
も

し
ろ
い
方
ば
か
り
で
、
ま
た
、

毎
日
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

て
楽
し
く
仕
事
し
て
い
ま
す
♬

★
特
技
は

　

中
学
時
代
に
始
め
た
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
で
す
ね
。
現
在
は
、
大
川

レ
デ
ィ
ー
ス
で
外
野
手
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す

★
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

県
内
の
美
味
し
い
お
店
を
探
し

て
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
ま
す

★
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

　

遠
〜
く
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
た
い
で
す
ね

★大川町立川

★さそり座・AB 型
　

ぼ
く
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ

の
が
大
好
き
♥
と
く
に
『
ポ
ケ
モ

ン
ご
っ
こ
』
が
一
番
の
お
気
に
入

り
な
ん
だ
ぁ
〜
。
で
も
お
姉
ち
ゃ

ん
と
た
ま
に
姉
弟
け
ん
か
も
す
る

け
ど
す
ぐ
に
仲
直
り
す
る
ん
だ
ょ
。

　

来
年
は
一
年
生
に
な
る
ん
で
み

ん
な
よ
ろ
し
く
ね
♪

大
お お

木
き

 悠
ゆ う

平
へ い

くん

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
悠
平
。

小
学
校
に
行
っ
て
も
友
だ
ち
を
た

く
さ
ん
つ
く
っ
て
、
友
だ
ち
思
い

の
心
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
♥

★智隆・麻紀さんの長男

★東山代町長浜

(　　)５歳
６か月

愛称『潮風薫る黒川公民館』

小島 哲郎　館長
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10 月の町民スポーツ
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10 月の市民スポーツ

８日（月）
●波多津町軽スポーツ大会
　９時開会　波多津運動広場ほか
14 日（日）
●山代町民バレーボール大会
　８時開会　山代東小学校
●立花地区グラウンドゴルフ大会
　８時30分開会　立花小学校
●東山代町民体育大会
　８時40分開会　東山代小学校
21 日（日）
●南波多町内一周駅伝大会
　８時30分開会　南波多町内
28 日（日）
●大川内町民ゲートボール大会
　８時開会　大川内小学校
●大坪地区町民運動会
　８時30分開会　大坪小学校
●夢みさきクロスカントリー大会
　９時開会　夢みさき公園
●松浦町民グラウンドゴルフ大会
　10時開会　松浦運動広場ほか

　

９
月
９
日
、
国
見
台
庭
球
場
で

第
28
回
市
長
杯
争
奪
兼
第
16
回
市

会
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
種
目
別
ダ
ブ
ル
ス

の
試
合
に
36
組
72
人
が
出
場
し
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

４日（木）
●シルバー体育祭
　９時30分開会　国見台球技場
５日（金）
●伊西地区中学校駅伝競走大会
　９時開会　国見台公園周辺
７日（日）、８日（月）
●議長旗争奪中学生野球大会
　８時開会　国見台野球場
８日（月）
●国見台陸上競技カーニバル
　８時15分開会　国見台陸上競技場
13 日（土）
●市小学校陸上運動大会
　８時15分開会　国見台陸上競技場
14 日（日）
●市協会長杯バレーボール秋季大会
　９時開会　国見台体育館ほか
20 日（土）、21 日（日）
●県民体育大会（唐津市・玄海町）
　総合開会式　８時50分開会　

第 14 回さわやか杯佐賀県少年サッカー大会

大坪少年　惜しくも準優勝 !
　第 14 回さわやか杯佐賀県少年サッカー大会が、７月１日から
８月 26 日まで鳥栖市陸上競技場などで開かれました。
　大会には、県内の小学生サッカークラブから 75 チームが出場。
８月 26 日に行われた決勝戦で、大坪少年は唐津ＦＣと対戦し、
前半を１対０とリードするも後半に逆転され、惜しくも２対３で
敗れ準優勝になりました。

【大坪少年の戦績】
○ ４−０西有田
○ 10 −０唐津西部
○ １−０大町少年
○ ３−０ＪＳ
○ １−０サガン鳥栖
● ２−３唐津ＦＣ

一般男子の部で優勝を飾った山下健吾
選手（写真左）と池田敏成選手（写真右）

市長杯兼会長杯ソフトテニス大会

36 組 72 人が熱戦を展開！
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早
起
き
野
球
伊
万
里
地
区
大
会

が
、
６
月
３
日
か
ら
８
月
19
日
に

か
け
て
国
見
台
野
球
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
16
チ
ー
ム
が
出
場
。

長
期
間
に
わ
た
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
の
結
果
、
８
月
19
日
の
決
勝
戦

に
は
、
牧
瀬
工
業
と
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ

Ｏ 

Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
伊
万
里
が
進
出
し

ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
３
回
裏
、
牧
瀬
工

業
が
２
本
の
ヒ
ッ
ト
と
相
手
エ
ラ

ー
な
ど
で
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ

く
る
と
、
４
番
本
山
選
手
の
死
球

で
１
点
を
先
制
。
５
回
に

は
、
死
球
で
出
た
ラ
ン
ナ

ー
を
ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ
チ
な

ど
で
３
塁
に
進
め
る
と
、

３
番
嶋
川
選
手
の
レ
フ
ト

前
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で

追
加
点
を
奪
い
試
合
を
有

利
に
進
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ 

Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
伊
万
里
は
、

１
回
と
７
回
に
走
者
を

３
塁
ま
で
進
め
る
も
、
牧

瀬
工
業
水
尾
投
手
の
緩
急

を
つ
け
た
粘
り
の
ピ
ッ
チ

ン
グ
の
前
に
あ
と
１
本
が

出
ず
、
チ
ー
ム
も
散
発
３

安
打
の
無
得
点
に
抑
え
ら

れ
、
そ
の
結
果
、
２
対
０

で
牧
瀬
工
業
が
２
年
ぶ
り

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、
国
見
台
体
育
館
で

Ｖ
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
久
光
製
薬

ス
プ
リ
ン
グ
ス
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
の
創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日

は
、
久
光
製
薬
ス
プ
リ
ン
グ
ス
の

選
手
、
コ
ー
チ
な
ど
14
人
を
迎
え
、

市
内
の
小
学
生
16
チ
ー
ム
、
約

１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
、
選
手

の
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
や
ジ
ャ
ン
プ

サ
ー
ブ
な
ど
一
流
の
パ
ワ
ー
と
技

術
を
見
て
驚
き
の
声
を
あ
げ
、
続

い
て
選
手
か
ら
パ
ス
や
レ
シ
ー

ブ
、
ス
パ
イ
ク
な
ど
の
基
本
プ
レ

ー
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
が
所
属

チ
ー
ム
ご
と
に
、
選
手
と
記
念
撮

影
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、
あ

こ
が
れ
の
選
手
た
ち
と
爽
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。

早
起
き
野
球
伊
万
里
地
区
大
会

牧
瀬
工
業
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝
！

  

最
優
秀
選
手 

水
尾
彰
宏
選
手
（
牧
瀬
工
業
）

久光製薬スプリングス
ジュニアバレーボール教室

強烈なスパイクやサーブ
一流のパワーと技術に驚き !

　

本
大
会
の
最
優
秀
選
手
に
牧
瀬

工
業
の
水
尾
彰
宏
選
手
、
敢
闘
賞

に
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ 

Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
伊

万
里
の
川
尻
祐
樹
選
手
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
15
日
に
行
わ
れ
た

県
大
会
１
回
戦
で
、
佐
賀
市
役
所

Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
対
戦
し
た
牧
瀬
工
業

は
、
延
長
８
回
特
別
ル
ー
ル
の
末
、

０
対
３
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

決勝戦で見事完封勝利を収め最優秀選
手に選ばれた牧瀬工業の水尾彰宏選手

貴重なタイムリーヒットを放っ
た牧瀬工業の嶋川賢二郎選手

強烈なジャンプサーブを披露

レシーブ指導



　

地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の

た
め
『
笑
っ
て
元
気
！
』
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
で
口こ

う

演え
ん

活
動
を
行
う

矢や

野の

大た
い

和わ

氏
を
お
迎
え
し
、
い
き

が
い
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●

日　

時　

10
月
21
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●

会　

場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

グ
ラ
ン
パ
ラ
ン
い
ま
り

●

入
場
料　

無　

料

●

対　

象　

高
齢
者
と
そ
の
ご
家
族

●
主
催
・
問
合
先　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
パ
ラ
ン
い
ま
り

（
☎
㉓
５
２
６
１
）

●

日　

時　

10
月
13
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会　

場　

Ｍ
Ｒ
伊
万
里
駅
前

●

催　

し　

▽
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
転
・
試
乗
会

▽
模
擬
踏
切
緊
急
避
難
訓
練
体
験

▽
鉄
道
作
業
用
電
動
自
動
車
試
乗
会

▽
駅
長
制
服
・
制
帽
姿
写
真
撮
影

▽
農
産
市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
綿
菓
子
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど

※
Ｍ
Ｒ
で
お
越
し
の
方
に
は
、
帰

り
の
切
符
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

●
問
合
先　

Ｍ
Ｒ
祭
り
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
５
６
㉕
３
９
０
０
）

　

こ
の
見
直
し
期
間
中
は
、
農
用

地
区
域
内
の
農
地
の
転
用
な
ど
を

す
る
た
め
の
除
外
や
用
途
区
分
の

変
更
な
ど
、
個
別
事
案
の
受
付
け

を
停
止
し
ま
す
。
計
画
の
あ
る
農

地
所
有
者
は
、
10
月
31
日
ま
で
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
見
直
し
完
了
後
、
受
付
け
を
再

開
し
ま
す

※
除
外
な
ど
の
申
請
に
は
厳
し
い

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

農
業
振
興
課

（　

☎
㉓
２
５
５
７
）

■
会　

場　

い
ず
れ
も
税
務
署
前

　

前
田
家
住
宅
（
駐
車
場
有
）

□
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

●

日　

時　

10
月
25
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
開
場
・
７
時
開
演

　

平
成
13
年
度
に
変
更
策
定
し
た

伊
万
里
農
業
振
興
地
域
地
域
整
備

計
画
の
全
体
見
直
し
を
平
成
19
年

度
中
に
行
い
ま
す
。
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●

内　

容　

　

ピ
ア
ノ
、
琴
、
コ
ー
ラ
ス
ほ
か

●

入
場
料　

３
０
０
円
（
お
茶
・

お
菓
子
代
で
す
）

※
定
員
は
１
０
０
人
。
入
場
券
は

大
坪
公
民
館
で
お
求
め
く
だ
さ
い

□
前
田
家
を
彩
る
伊
万
里
の
器
た
ち

●

期　

間　

11
月
２
日　

～
４
日

●

内　

容　

一
般
公
開
を
兼
ね
て
、

『
前
田
家
の
晴
れ
の
日
』
を
テ
ー

マ
に
市
内
窯
元
６
社
が
焼
き
物

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す

●

入
場
料　

無　

料

●

主
催
・
問
合
先　

大
坪
塾
（
大

坪
公
民
館
内
☎
㉓
９
８
９
８
）

◎
合
同
芸
能
発
表
会

●

日　

時　

11
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内　

容　

箏
曲
、長
唄
、大
正
琴
、

詩
舞
、
吟
詠
、
舞
踊
、
バ
レ
エ
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
な
ど

●

入
場
料　

３
０
０
円

※
同
時
開
催
の
展
示
や
発
表
は
、

い
ず
れ
も
４
日
ま
で

▽
菊
花
展
10
月
28
日
〜

▽
書
道
展
、
短
冊
展
11
月
２
日
〜

▽
華
道
展
、
盆
栽
展
11
月
３
日
〜

▽
茶
会
11
月
４
日

●

問
合
先　

伊
万
里
市
文
化
連
盟

橋
口
（
☎
㉓
０
９
３
３
）

お
知
ら
せ

くらしの

伊
万
里
市
文
化
祭
を

開

催

し

ま

す

『
笑
っ
て
元
気
！
』

い
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

農
振
除
外
な
ど
の

手
続
き
は
10
月
中
に
！

大
庄
屋
前
田
家
住
宅
で

秋
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

『
Ｍ
Ｒ
祭
り
』
に

ご
来
場
く
だ
さ
い

○金

○日



●
申
込
・
問
合
先　

大
川
公
民
館

（
☎
㉙
２
０
０
１
）

●

日　

時　

10
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●

集
合
場
所　

市
役
所
玄
関
前

●

内　

容　

黒
米
の
産
地
東
山
代

町
川
内
野
で
、
稲
刈
り
体
験
と

黒
米
料
理
を
味
わ
お
う

●

参
加
料　

１
５
０
０
円

●

募
集
人
員　

20
人
程
度

●

申
込
方
法　

市
内
の
主
な
農
産

物
直
売
所
や
Ａ
コ
ー
プ
伊
万
里

店
な
ど
に
応
募
用
紙
と
応
募
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

●

申
込
期
限　

10
月
12
日
（
金
）

●

問
合
先　

農
業
振
興
課

（　

☎
㉓
２
５
５
７
）

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●

応
募
対
象　

　

県
内
の
『
食
（
喰
い
も
ん
）』
に

か
か
わ
る
活
動
で
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
家

庭
、
市
民
グ
ル
ー
プ
・
団
体
、

事
業
者
、
学
校
、
自
治
体
な
ど

●

申
込
方
法　

　

市
生
活
環
境
課
で
応
募
要
綱
、
応

募
用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
佐
賀
県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限　

10
月
31
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先　

佐
賀
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
⑳
２
０
７
３
）

●

期　

日　

11
月
４
日
（
日
）

●

会　

場　

大
川
運
動
広
場

●

内　

容　

【
第
５
回
佐
賀
県
玉
入
選
手
権
大
会
】

▽
６
人
で
１
０
０
個
の
玉
を
い
か
に

速
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
か
を

競
う
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
競
技

▽
参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

【
そ
の
他
】　

▽
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

▽
大
川
町
ふ
る
さ
と
祭
り

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
バ
ザ
ー
、
抽

選
会
な
ど

●

日　

時　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会　

場　

電
源
開
発
㈱
松
浦
火

　

力
発
電
所
（
松
浦
市
志
佐
町
）

●

内　

容

▽
発
電
所
見
学
会

▽
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
電
王
』

▽
各
種
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●

料　

金　

無　

料

●

問
合
先　

Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
松
浦

　

火
力
発
電
所
企
画
・
管
理
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
９
５
６
○
１
２
０
１
）

　

平
成
20
年
度
か
ら
歴
史
民
俗
資

料
館
、
陶
器
商
家
資
料
館
、
伊
万

里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
展
示

解
説
や
展
示
作
業
、
資
料
整
理
な

ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
人
員　

３
館
合
わ
せ
約
70
人

●

募
集
対
象　

　

高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
の
人

●

申
込
方
法　

　

３
館
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
下
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限　

　

平
成
20
年
２
月
１
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

　

〠
８
４
８
‐
０
０
４
５

　

伊
万
里
市
松
島
町
73
番
地

　

歴
史
民
俗
資
料
館

（　

☎
㉒
７
１
０
７
）

●

日　

時　

10
月
８
日
（　

月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

●

集　

合　

市
役
所
前

●

コ
ー
ス

　

市
役
所
〜
大
川
内
山
を
往
復

●

参
加
資
格

　

10
㌔
歩
け
る
自
信
の
あ
る
人
は

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
参
加
者
に
は
、
お
茶
と
粗
品
を

進
呈
し
ま
す

●

参
加
料　

無　

料

※
大
川
内
山
で
昼
食
を
と
り
ま
す

の
で
、
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

●

問
合
先　

十
年
会
・
飯
田

（
☎
㉓
２
７
５
２
）

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

『
食
』
や
『
食
生
活
』
に
ま
つ
わ
る

活
動
や
事
業
、
産
品
に
つ
い
て
の
コ

ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ふ

17 2007.10

ぼ
し
ゅ
う

10
㌔
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽

し

む

集

い

や
っ
て
み
ゅ
〜
だ

２
０
０
７
in
大
川
町

見
直
そ
う
！
佐
賀
の

知
恵
袋
コ
ン
テ
ス
ト

松
浦
火
力
発
電
所

一
日
開
放
イ
ベ
ン
ト

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

黒
米
料
理
と
稲
刈
り
体
験

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　市税の滞納処分とし

て差し押さえた動産

( 焼き物など８点 ) を、

インターネットを通じ

て公売します。

 詳しくはヤフー公売

サイトまたは、市の

ホームページをご覧く

ださい。

インターネット公売を
実施します !!

公 売 期 間
10 月 23 日〜 25 日

72

○祝



■
担
当
し
て
も
ら
う
内
容

　
『
広
報
伊
万
里
』
の
特
集
な
ど

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
の
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す

■
募
集
人
員　

１
人
（
１
組
）

■
募
集
期
限　

10
月
31
日
（
水
）

■
応
募
方
法　

　

あ
な
た
が
取
り
組
ん
で
み
た
い
リ
ポ

ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
と
そ
の
理
由
を
簡

単
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

左
記
ま
で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
う

え
決
定
し
ま
す

■
申
込
・
問
合
先　

　

〠
８
４
８
‐
８
５
０
１

　

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１　

伊
万
里
市
役
所　

情
報
広
報
課
広
報
係

　
（　

☎
㉓
４
３
１
３
・
 
㉓
８
９
６
０
）

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
kouhou@

city.im
ari.lg.jp

182007.10毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

市民リポーターを大募集！
あなたも『広報伊万里』の紙面づくりに参加しませんか

山鹿灯籠踊り（熊本県山鹿市より）
　しっとりと優雅に舞う乙女の頭には金灯籠の幻想的な光

イルミネーション点灯式・屋台村（商工会議所青年部主催）
　伊万里大通り沿いのけやき 49本をイルミネーションで装飾

巨大ボンボリ
　相生橋から鍋島文様の灯りで伊万里川をほんのりと照らす

伝統芸能『浮立』　
　府招浮立と久原浮立の笛や太鼓の音色が響きわたる

波多津鯛山車
　「よいさ、よいさ」と威勢のよい掛け声とともに曳き回すど迫力！

打ち上げ花火　
　最後は豪快な花火で締めくくります

いまり秋祭り2007
みんなで行こう！

■開催日時　10 月 20 日� 午前 11 時〜午後７時 45 分（雨天の場合は翌日）

■会　　場　伊万里市街地（浜町交差点イベントステージ、駅前公園）

伊万里の秋を盛り上げる一大イベント『いまり秋祭り』
今年のいまり秋祭りのテーマは

　『光と音』『市民総参加』『伊万里津の歴史』
ご家族、お友だちなどお誘い合わせのうえお越しください

光と音
わっしょいパレード
市民総踊り

和船で焼き物積み出し再現

　その他、中国青島歌舞団の華やかな歌舞な
ど見どころ満載となっています。
※詳細は、10月１日配布のチラシをご覧ください

■問合先　商工観光課（　☎㉓２１１０）

【イベント案内】

市 民
総参加

歴 史



くらしの 

19 2007.10 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

●マイバッグを持ち歩き、省包装の野菜などを選んだ場合の

　CO2 の削減量は…　一世帯、年間で約 58 ㎏になります
■環境省発表資料『CO2 削減のために一人ひとりができること』より

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　生活環境課（　☎㉓２１４４）

10 月はマイバッグキャンペーンの強調月間です！
　マイバッグキャンペーンは、誰もが気軽に取り組めるも

のです。さっそく今日から始めてみませんか。

　　　【標語】『マイバッグ  私ができる  思いやり』



人のうごき
平成 19 年９月１日現在
●人口　58,570 人　　（＋ 24）
　　男　27,960 人　　（＋ 16）
　　女　30,610 人　　（＋   8）
●世帯　21,352 世帯    （＋   3）

（　）は前月比

広報　　　　　 2007-10
■発行日／平成 19 年 10 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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編

集

室

か

ら

　

８
月
23
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン
ク
ー
ル
が
福
岡
市
の
ア
ク
ロ

ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
佐
賀
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
伊
万
里
小
学
校
コ
ー
ラ
ス

部
が
見
事
２
年
連
続
で
金
賞
を
受

賞
。
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
14
校
の
代
表

と
し
て
昨
年
に
続
き
３
回
目
と
な

る
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の
部
に
は
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
11
校
が
出
場
し
、
10
月
７
日
、
東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
か

ら
生
中
継
で
全
国
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
万
里
小
学

校
の
児
童
た
ち
は
、
課
題
曲
『
手
を
の
ば
す
』
と
自
由
曲
『
わ

た
し
は
こ
ど
も
」
の
２
曲
を
披
露
し
ま
す
。
毎
日
の
厳
し
い
練

習
に
も
、
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
頑
張
っ
て
つ
か
ん
だ
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
。
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で

る
、
児
童
た
ち
の
活
躍
を
市
民
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

２
年
連
続
出
場
！　

伊
万
里
小
学
校
コ
ー
ラ
ス
部

　

市
民
の
熱
意
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
『
伊
万
里
太
鼓
の
会
（
小

田
真
司
会
長
）』
は
、
今
年
で
結
成
25
周
年
を
迎
え
、
８
月
26
日
、

市
民
会
館
で
記
念
公
演
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
『
伝
え
た
い
魂

こ
こ
ろ 

継つ

な
ぐ

夢
』
を
テ
ー
マ
に
「
１
０
０

年
後
の
伊
万
里
に
伊
万
里
太

鼓
を
残
し
た
い
」
と
の
熱
い

思
い
で
開
か
れ
た
公
演
で

は
、
伊
万
里
の
祭
り
や
歴
史

な
ど
を
題
材
に
し
た
『
喧
嘩

太
鼓
』『
出
船
』『
豊
年
太
鼓
』

な
ど
６
曲
を
披
露
。
勇
壮
な

太
鼓
の
音
色
に
、
会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
は
、

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
市
内

の
子
ど
も
太
鼓
の
団
体
『
明

星
太
鼓
』『
松
浦
子
ど
も
太

鼓
』『
伊
万
里
子
ど
も
太
鼓
』

の
演
奏
も
行
わ
れ
、
ス
テ
ー

ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　全国大会でもぜひ金賞を
取りたいと思っています。
あこがれの舞台なので、お
客さんと一緒にわたしたち
も楽しんで歌いたいです。

伊万里小６年コーラス部
部長　松尾 明

あか

莉
り

 さん
九州ブロックで金賞を受賞し、９月５日
全国コンクール出場を塚部市長に報告

『
伊
万
里
太
鼓
を
１
０
０
年
後
も
残
し
た
い
』

伊
万
里
太
鼓
25
周
年
記
念
公
演

元気
！！

８月 17 日から 20 日まで大川町東
田代で行われた『野性への挑戦』。
小学４年から６年までの 33 人が
キャンプ生活の中で、カヌーや焼
きそば作り、肝だめしなどにチャ
レンジ。自然を相手に、わくわく
ドキドキの４日間を過ごしました。

　

今
月
号
の
最
終
ペ
ー
ジ
は
、
伊
万
里
市
民
の

有
志
が
生
み
育
て
た
『
伊
万
里
太
鼓
』
25
周
年

公
演
と
、
伝
統
あ
る
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
へ
見
事
!!
２
年
連
続
出
場
を
決
め
た
『
伊
万

里
小
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
』
の
話
題
と
、
共
に
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
活
躍
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
伊
万
里
小
コ
ー
ラ
ス
部
の
皆
さ
ん
は
、

表
紙
撮
影
の
こ
の
日
も
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ

向
け
休
日
を
返
上
し
て
の
猛
練
習
中
で
し
た
。

ど
う
か
こ
れ
ま
で
の
練
習
を
自
信
に
、
緊
張
や

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
ね
の
け
、
本
番
の
日
を
ベ

ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
迎
え
、
そ
の
華
麗
な

歌
声
を
全
国
の
人
へ
披
露
し
て
く
だ
さ
い
。（
健
）




